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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年11月14日(2013.11.14)

【公開番号】特開2012-177716(P2012-177716A)
【公開日】平成24年9月13日(2012.9.13)
【年通号数】公開・登録公報2012-037
【出願番号】特願2011-39146(P2011-39146)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/22     (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/004    (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/22     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/46     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ   1/22     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  29/52     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  57/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/20    １０１　
   Ｇ０２Ｂ   5/22    　　　　
   Ｇ０３Ｆ   7/004   ５０５　
   Ｇ０３Ｆ   7/004   ５０１　
   Ｃ０９Ｂ  67/22    　　　Ｄ
   Ｃ０９Ｂ  67/22    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｂ  67/46    　　　Ａ
   Ｃ０９Ｂ  67/20    　　　Ａ
   Ｃ０９Ｂ   1/22    　　　　
   Ｃ０９Ｂ  29/52    　　　　
   Ｃ０９Ｂ  57/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月2日(2013.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
（感光性着色組成物の調製）
　顔料分散体を、表２に示すように配合し、均一に攪拌混合した後、１μｍのフィルター
で濾過して感光性着色組成物（Ｒ－1）を作製した。
顔料分散体 合計１００部
アルカリ可溶性樹脂溶液２ １８．３部
トリメチロールプロパントリアクリレート（新中村化学社製「ＮＫエステルＡＴＭＰＴ」
） ７．０部
光開始剤（チバスペシャルティケミカルズ社製）「イルガキュア－９０７」 １．２部
増感剤（保土ヶ谷化学社製ＥＡＢ－Ｆ） ０．４部
メトキシプロピルアセテート ５２．１部
熱硬化性成分 Ｄ－１ ４．８部
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　以下、表２に示す顔料分散体、熱硬化性成分に変更した以外は、上記の感光性着色組成
物（Ｒ－１）と同様にして、感光性着色組成物（Ｒ－２～１１）を作製した。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
【表２】

 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１４】
（感光性着色組成物の評価）
　得られた感光性着色組成物（Ｒ－１～１１）の塗膜のコントラスト比、耐熱性、耐光性
、耐溶剤性の各試験を下記の方法で行った。試験の結果を表３に示す。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２２】
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【表３】
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